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小
学
校
体
育
連
盟
負
担
金

　
水
泳
記
録
会
が
令
和
５

年
度
で
終
了
す
る
な
ど
、

競
い
合
う
機
会
が
少
な
い
現

代
の
子
ど
も
た
ち
の
可
能
性

が
奪
わ
れ
て
い
る
。
小
学
生
の

心
身
の
健
康
的
な
発
達
を
促

す
こ
と
を
目
的
と
し
て
予
算

化
が
さ
れ
て
い
る
が
、
小
体
連

に
発
達
を
担
保
で
き
る
か
。

　
小
体
連
に
対
し
て
教

育
委
員
会
か
ら
も
詳
細

に
つ
い
て
話
を
聞
き
た
い
。
各

種
ス
ポ
ー
ツ
競
技
の
あ
り
方

に
つ
い
て
、
小
体
連
と
連
携
し

な
が
ら
協
議
す
る
場
を
設
け

た
い
。

有
害
鳥
獣
駆
除

　
通
学
路
や
散
歩
道
路
に

ク
マ
が
出
没
。
被
害
に
遭

う
恐
れ
が
あ
る
が
対
策
は
。

　
ク
マ
の
出
没
件
数
は
令

和
４
年
度
１
４
４
件
、
令

和
５
年
度
は
３
２
１
件
と
大

幅
に
増
加
。
水
産
農
林
課
で

は
、
人
身
に
被
害
が
予
想
さ

れ
た
時
は
捕
獲
す
る
。
ま
た
、

市
民
は
鈴
を
鳴
ら
す
な
ど
、
身

の
安
全
な
行
動
を
取
る
こ
と
。

教
育
委
員
会
で
は
、
ク
マ
の
出

没
情
報
に
よ
り
通
学
時
間
を

遅
ら
せ
た
り
、
集
団
下
校
等
を

行
っ
て
い
る
。

　
　企

業
誘
致
推
進

　
企
業
誘
致
推
進
事
業
の

活
動
内
容
と
誘
致
企
業
数

は
。
ま
た
、
釜
石
は
労
働
人
口

の
一
次
産
業
（
農
業
、
漁
業
、

林
業
）
で
働
く
率
は
、
他
市
の

13
％
台
と
比
べ
て
４
％
台
と

低
く
、
企
業
誘
致
が
重
要
で
期

待
が
大
き
い
が
。

　
雇
用
の
場
を
創
出
す
る

な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る

25
件
の
誘
致
活
動
を
行
っ
た
。

な
か
な
か
、
結
果
が
出
る
も
の

で
な
く
地
道
に
情
報
発
信
し
な

が
ら
誘
致
活
動
に
努
め
る
。

高
等
教
育
機
関
運
営
支
援

　
市
営
釜
石
ビ
ル
14
戸
を

改
修
し
、
42
名
分
の
住
居

を
整
備
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、

契
約
は
、
学
生
個
人
と
行
う

の
か
、
そ
れ
と
も
、
学
生
寮

と
し
て
借
り
上
げ
る
と
い
う

こ
と
で
龍
澤
学
館
と
行
う
の

か
伺
う
。

　
現
在
想
定
し
て
い
る

の
は
、
学
校
に
一
括
し

て
契
約
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

道
路
新
設
改
良

　
上
中
島
復
興
公
営
住
宅

か
ら
マ
ル
イ
チ
・
サ
ン
パ

ル
ク
店
の
間
で
歩
道
が
な
い

区
間
が
あ
る
。
整
備
を
望
む

声
を
伝
え
て
い
た
が
検
討
状
況

は
い
か
が
か
。

　
こ
の
場
所
は
、
交
通
量

が
非
常
に
多
く
、
高
齢
者

も
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
安
全

対
策
が
必
要
と
認
識
し
て
い

る
。
安
全
対
策
に
は
歩
行
ス
ペ

ー
ス
確
保
の
た
め
用
地
の
取
得

が
課
題
で
あ
る
。
現
在
、
地
権

者
と
協
議
を
進
め
て
お
り
、
一

定
の
方
向
に
進
展
が
見
え
て
い

る
。

文
化
財
保
護

　
地
域
の
祭
り
が
人
口
減

に
よ
り
継
承
が
厳
し
い
。

支
援
策
に
つ
い
て
問
う
。

　
地
域
の
祭
り
は
、
古
来

よ
り
育
ん
で
き
た
歴
史
的

文
化
財
で
あ
り
地
域
の
宝
で
あ

り
、
伝
統
芸
能
と
共
に
、
文
化

財
保
存
活
用
計
画
に
よ
り
将
来

に
継
承
で
き
る
よ
う
支
援
し
た

い
。

答問 問

市
政
調
査
会

　
釜
石
市
は
４
月
よ
り
高
齢
者

保
健
福
祉
計
画
・
第
９
期
介
護

保
険
事
業
計
画
の
策
定
に
伴

い
、
条
例
の
一
部
改
正
を
求
め

て
き
ま
し
た
。
被
保
険
者
の
所

得
水
準
に
応
じ
こ
れ
ま
で
の
９

区
分
か
ら
13
区
分
に
改
め
、
区

分
ご
と
の
保
険
料
の
額
を
改
め

る
こ
と
、
低
所
得
者
の
負
担
軽

減
強
化
策
と
し
て
、
所
得
段
階

区
分
の
第
１
段
階
か
ら
第
３
段

階
ま
で
の
区
分
の
負
担
軽
減

し
、
軽
減
後
の
介
護
保
険
料
の

額
を
改
め
る
と
し
て
い
ま
す
。

月
額
標
準
額
５
３
２
９
円
か
ら

５
６
０
０
円
と
試
算
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
高
齢
者
の
増
加
と
介
護
の
需

要
が
上
が
っ
て
い
く
の
は
想
定

さ
れ
、
こ
の
改
正
は
高
齢
者
の

負
担
増
と
介
護
利
用
抑
制
と
な

る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。
年
金

額
が
実
質
減
る
中
で
、
安
心
し

て
利
用
で
き
る
介
護
保
険
が
求

め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
こ
の
条
例

に
反
対
と
し
ま
す
。

議
案
第
29
号

　

釜
石
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
反
対
討
論

答答 問問

答民
生
常
任
委
員
会

経
済
常
任
委
員
会

問答

問答

商

工

費

土

木

費

教

育

費

議
員
全
員
協
議
会

　
令
和
６
年
１
月
25
日
、
釜
石

市
総
合
計
画
実
施
計
画
（
令
和

６
〜
８
年
度
）、
釜
石
市
文
化

財
保
存
活
用
地
域
計
画
の
作

成
、
釜
石
市
立
小
・
中
学
校
に

お
け
る
学
校
規
模
の
適
正
化
・

適
正
配
置
基
本
方
針
の
策
定
に

つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。
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